
孔
融
の
人
物
評
債

高

橋

康

f告

は
じ
め
に

一
、
知
識
人
た
ち
と
の
交
流

孔
子
の
二
十
世
孫
た
る
孔
融
は
、
陳
琳
・
王
祭
・
徐
幹
ら
と
と
も
に
建
安
文
拳
の
一
翼
を
捲
っ
た
文
人
と
し
て
名
を
残
す
。
他
方
、
儒
家
本
流
の
家
系
に
生
ま
れ
た
孔
融

は
、
事
校
を
設
立
し
て
儒
事
を
奨
働
じ
た
り
、
肉
刑
復
活
を
批
剣
す
る
な
ど
、
儒
教
的
債
値
観
に
基
づ
い
た
施
策
を
展
開
し
て
い
れ
v

か
か
る
文
撃
者
・
儒
者
と
し
て
の
一

面
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
『
後
漢
書
』
の
本
俸
に
見
え
る
次
の
一
文
に
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

(
孔
)
融
人
の
善
を
聞
け
ば
、
翫
を
己
よ
り
出
だ
す
が
若
く
、
一
言
に
採
る
可
き
有
れ
ば
、
必
ず
演
べ
て
之
を
成
す
。
面
し
て
其
の
短
を
告
ぐ
る
も
、
而
れ
ど
も
逗
き
て

長
ず
る
所
を
格
す
。
賢
土
を
薦
達
し
、
奨
進
す
る
所
多
く
、
知
り
て
未
だ
雪
一
回
は
ざ
る
は
、
以
て
己
が
過
ち
と
矯
す
。
故
に
海
内
の
英
俊
は
皆
な
之
に
信
服
す
(
『
後
漢
書
』

列
侍
六
十
孔
融
債
。

孔
融
は
知
識
人
た
ち
と
交
流
し
た
。
黛
鋼
の
禁
以
降
、
に
わ
か
に
起
こ
る
人
物
評
債
の
流
行
は
、
孔
融
も
ま
た
無
線
で
は
な
か
っ
ち
む
し
ろ
、
人
材
を
知
り
な
が
ら
稽

揚
し
な
い
の
は
己
の
過
ち
と
ま
で
捉
え
て
い
た
の
だ
か
ら
、
そ
の
積
極
性
を
窺
え
よ
う
。

本
稿
は
、
後
漢
後
学
か
ら
貌
耳
目
南
北
朝
期
に
わ
た
っ
て
隆
盛
し
て
い
く
人
物
の
評
債
・
鑑
定
に
つ
い
て
、
孔
融
の
そ
れ
を
取
り
上
げ
て
考
察
す
る
。
就
中
、
地
域
を
絡
め

た
人
物
論
た
る
「
汝
頴
優
劣
論
」
を
中
心
に
、
孔
融
の
政
治
的
・
人
的
関
係
と
そ
の
評
債
の
内
貧
を
探
る
。
孔
融
の
人
物
-
評
論
を
定
位
す
る
こ
と
に
よ
り
、
九
口
問
中
正
制
度

へ
と
継
承
さ
れ
て
い
く
人
物
評
債
の
人
材
登
用
に
お
け
る
意
義
が
明
ら
か
に
な
る
た
め
で
あ
る
。



(
孔
)
融
其
の
人
を
観
ん
と
欲
し
、
故
に
(
李
)
庸
の
門
に
甑
る
。
門
者
に
語
り
て
臼
く
、
「
我
は
是
れ
李
君
の
遁
家
の
子
弟
な
り
」
と
。
門
者
之
を
言
ふ
。
膚
融

を
説
き
、
問
ひ
て
日
く
、
「
高
明
の
祖
父
嘗
て
僕
と
思
奮
有
り
し
か
」
と
。
融
日
く
、
「
然
り
。
先
君
の
孔
子
と
君
の
先
人
の
李
老
君
と
は
徳
を
同
じ
く
し
義
を
比
べ
、

後
に
人
物
を
詳
債
す
る
側
に
立
つ
孔
融
だ
が
、
自
身
を
最
初
に
評
債
し
て
く
れ
た
の
は
李
庸
で
あ
っ
信
「
登
龍
門
」
の
語
源
と
な
っ
た
よ
う
に
、
嘗
時
、
高
い
聾
望
を

持
つ
李
膚
と
は
限
ら
れ
た
者
し
か
接
見
で
き
な
か
っ
た
。
十
歳
の
頃
、
父
に
連
れ
ら
れ
て
京
師
に
行
っ
た
孔
融
は
、
に
わ
か
に
興
味
を
持
ち
、
李
膚
の
も
と
を
訪
れ
る
。
『
後

漢
書
』
列
俸
六
十
孔
融
俸
に
、

而
し
て
相
ひ
師
友
た
り
。
則
ち
融
と
君
と
は
累
世
の
遁
家
な
り
」
と
。
衆
坐
歎
息
せ
ざ
る
は
莫
し
。
太
中
大
夫
の
陳
嬉
後
に
至
り
、
坐
中
以
て
婚
に
告
ぐ
。
燥
臼
く
、

「
夫
れ
人
は
小
に
し
て
聴
了
な
る
も
、
大
に
し
て
は
未
だ
必
ず
し
も
奇
な
ら
ず
」
と
。
融
聾
に
感
じ
て
日
く
、
「
君
の
雷
同
ふ
所
を
観
る
に
、
終
た
早
恵
な
ら
ざ
ら
ん
や
」

と
。
膚
大
笑
し
て
日
く
、
「
高
明
必
ず
偉
器
と
盛
岡
ら
ん
」
と
。

と
あ
る
。
孔
融
は
、
李
膚
の
祖
先
を
李
老
君
(
老
子
)
に
見
立
て
、
孔
子
の
代
か
ら
爾
家
に
交
読
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
接
見
を
成
功
さ
せ
た
上
、
自
分
に
皮
肉
を
向
け
る

陳
燥
を
や
り
込
め
る
。
李
膚
は
大
笑
い
し
て
、
孔
融
を
未
来
の
大
器
と
-
評
償
し
た
。
こ
う
し
て
孔
融
は
寵
門
を
登
っ
た
の
で
あ
る
。

績
い
て
十
六
歳
の
頃
、
孔
融
の
名
を
庚
め
る
こ
と
と
な
る
事
件
が
起
こ
っ
た
。
『
後
漢
書
』
列
侍
六
十
孔
融
侍
に
、

山
陽
の
張
倹
中
常
侍
の
侯
貨
の
怨
む
所
と
矯
り
、
寛
矯
に
章
を
概
り
て
州
郡
に
下
し
、
名
を
以
て
倹
を
捕
へ
ん
と
す
。
倹
融
の
兄
の
褒
と
嘗
有
り
、
亡
れ
て
褒
に

肱
る
も
、
遁
は
ず
。
時
に
融
は
年
十
六
、
倹
之
を
少
し
と
し
て
告
げ
ず
。
融
其
の
寒
色
有
る
を
見
、
謂
ひ
て
日
く
、
「
兄
は
外
に
在
り
と
難
も
、
五
ロ
れ
濁
り
君
の
主

局
る
こ
と
能
は
ざ
る
か
」
と
。
因
り
て
留
め
て
之
を
合
ら
し
む
。
後
に
事
池
れ
、
園
相
よ
り
以
下
、
密
か
に
就
き
て
掩
捕
せ
ん
と
す
る
も
、
倹
脱
走
す
る
を
得
、
抽
溢

に
井
せ
て
褒
・
融
を
牧
へ
て
獄
に
迭
る
。
二
人
未
だ
坐
す
る
所
を
知
ら
ず
。
融
日
く
、
「
保
納
含
戴
せ
し
者
は
融
な
り
。
嘗
に
之
を
坐
す
べ
し
」
と
。
褒
日
く
、
「
彼
来

り
て
我
を
求
む
、
弟
の
過
に
非
ず
。
請
ふ
ら
く
は
其
の
罪
に
甘
ん
ぜ
ん
」
と
。
吏
其
の
母
に
問
ふ
。
母
日
く
、
「
家
事
は
長
に
任
ず
。
妾
其
の
事
に
賞
た
ら
ん
」
と
。

一
門
死
を
争
ひ
、
郡
勝
疑
ひ
て
決
す
る
能
は
ず
、
乃
ち
之
を
上
識
す
。
詔
書
も
て
寛
に
褒
を
坐
す
。
融
是
に
由
り
て
名
を
顕
し
、
卒
原
の
陶
丘
洪
・
隙
留
の
遁
譲

と
聾
稽
を
脅
し
く
す
。

と
あ
る
。
宣
官
侯
暗
鬼
に
指
名
手
配
さ
れ
た
兄
の
奮
友
張
倹
が
逃
亡
し
て
く
る
と
、
孔
融
は
不
在
の
兄
に
代
わ
り
張
倹
を
覆
っ
た
。
後
に
こ
の
件
が
露
見
す
る
と
、
孔
融
は
匿

っ
た
賞
事
者
と
し
て
、
孔
褒
は
自
分
を
頼
っ
て
き
た
こ
と
を
理
由
に
、
母
親
は
年
長
者
の
責
任
と
し
て
、
各
々
が
自
分
を
罰
す
る
よ
う
主
張
し
た
。
結
局
、
孔
褒
が
罪
に
慮

せ
ら
れ
た
が
、
こ
の
事
件
を
き
っ
か
け
に
、
孔
融
の
名
は
知
れ
渡
る
こ
と
と
な
り
、
卒
原
の
陶
丘
洪
・
陳
留
の
遁
譲
と
費
名
を
持
つ
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。



そ
の
後
、
司
徒
楊
賜
の
府
、
お
よ
び
大
将
軍
何
進
の
跨
召
を
経
て
、
北
海
相
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
初
卒
元
(
一
九
O
)
年
よ
り
お
よ
そ
六
年
に
渡
つ
で
在
任
す
る
こ
の
青
州

の
地
に
て
、
孔
融
は
、
黄
巾
討
伐
を
行
っ
た
他
、
事
校
を
設
立
し
て
儒
撃
を
奨
励
す
る
と
と
も
に
、
郷
玄
・
郎
原
ら
を
察
奉
し
た
。
と
り
わ
け
郷
玄
に
製
す
る
誇
債
は
高
く
、

鄭
玄
の
い
た
高
密
豚
に
わ
ざ
わ
ざ
「
郷
公
郷
」
な
る
郷
を
作
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
(
『
後
漢
書
』
列
侮
二
十
五
鄭
玄
俸
)
。
川
勝
義
雄
は
、
孔
融
・
郷
玄
ら
を
中
心
と
し
た
清

流
知
識
人
の
集
聞
の
存
在
を
指
摘
す
る
「
「
清
流
」
と
い
う
括
り
は
疑
問
だ
が
、
孔
融
・
鄭
玄
ら
の
緩
闘
が
形
成
さ
れ
た
と
い
う
見
解
は
首
肯
し
う
る
。
か
か
る
孔
融
・
鄭

玄
ら
に
よ
る
北
海
を
中
心
と
し
た
知
識
人
集
圏
、
す
な
わ
ち
「
北
海
グ
ル
ー
プ
」
に
属
す
る
人
物
と
し
て
は
、
王
期
(
徐
州
東
海
了
華
散
(
青
州
卒
原
)
・
郁
原
(
青
州
北
海
)
・

主
傭
(
青
州
北
海
〉
・
管
寧
(
青
州
北
海
)
・
園
淵
(
青
州
築
安
)
・
桂
淡
(
葉
州
清
河
)
・
雀
林
(
糞
州
清
河
)
・
玉
基
(
青
州
東
策
)
・
虚
統
(
幽
州
涼
郡
)
ら
が
皐
げ
ら
れ

る
。
鄭
玄
を
除
き
、
彼
ら
は
い
ず
れ
も
曹
貌
政
権
に
仕
え
た
。
窪
淡
の
よ
う
に
嘗
初
は
衰
紹
に
仕
え
た
者
も
い
た
が
、
蓑
氏
の
衰
退
・
滅
亡
と
と
も
に
曹
貌
に
鞍
替
え
し
て

い
る
。こ
の
他
に
も
孔
融
は
、
謝
該
(
荊
州
南
陽
)
・
禰
衡
(
青
州
卒
原
)
ら
を
推
薦
す
る
上
書
を
著
し
、
そ
れ
ら
が
今
日
に
残
る
。
孔
融
は
李
膚
に
評
償
さ
れ
て
以
来
、
名
聾

を
積
み
上
げ
、
か
か
る
知
識
人
屠
を
代
表
す
る
人
物
と
し
て
後
漢
末
に
名
を
馳
せ
る
。
そ
し
て
、
建
安
元
(
一
九
六
)
年
に
曹
操
が
献
帝
を
擁
立
し
た
後
は
、
漢
の
少
府
と

し
て
、
曹
操
の
施
策
を
幾
度
と
な
く
批
剣
し
て
い
ん
U
V

こ
う
し
た
中
で
孔
融
は
、
同
僚
の
陳
霊
と
人
物
評
論
を
交
わ
す
こ
と
と
な
る
。

一
一
、
「
汝
頴
優
劣
論
」
に
見
え
る
評
償
基
準

後
漢
後
学
期
、
汝
南
出
身
の
陳
蕃
が
「
三
君
」
、
頴
川
出
身
の
李
庸
が
「
八
俊
」
と
し
て
黛
人
た
ち
の
指
導
者
的
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
珠
州
の
汝
南
・
穎
川
雨
郡
は
、

知
識
人
層
の
中
心
活
動
地
域
と
な
っ
た
。
か
か
る
地
域
出
身
の
人
物
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
が
、
孔
融
の
「
汝
頴
優
劣
論
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
地
域
論
を
絡
め
た
人
物
評
論

の
嶋
矢
で
あ
り
、
の
ち
に
慮
続
と
何
曇
が
繰
り
庚
げ
た
「
翼
州
論
」
へ
と
繋
が
る
も
の
と
理
解
で
き
お
v

で
は
、
『
義
文
類
衆
』
巻
一
一
一
一

穎
優
劣
論
」
を
、
『
太
卒
御
覧
』
巻
四
四
七
人
事
部
所
引
に
よ
り
補
い
つ
つ
見
て
い
き
た
市

人
事
部
品
藻
に
引
か
れ
る
「
汝

①
汝
南
の
戴
子
高
、
親
ら
千
乗
高
騎
を
止
め
、
光
武
皇
帝
と
共
に
道
中
に
〔
揖
す
〕
。
穎
川
の
士
は
抗
節
あ
り
と
難
も
、
未
だ
天
子
に
領
頑
す
る
者
有
ら
ざ
る
な
り
。

②
汝
南
の
許
子
伯
、
其
の
友
人
と
共
に
世
俗
の
絡
に
壊
れ
ん
と
す
る
を
説
き
、
因
り
て
夜
に
〔
起
き
て
聾
を
奉
げ
て
競
突
す
。
頴
川
〔
の
士
〕
は
頗
る
時
を
憂
ぶ
と

難
も
、
未
だ
能
く
世
を
突
す
る
者
有
ら
ざ
る
な
り
。
③
汝
南
府
側
許
嫁
、
太
守
の
郵
展
に
教
へ
、
掴
め
て
稲
肢
を
開
き
、
数
高
頃
を
〔
濯
す
〕
。
累
世
其
の
功
を
獲
、

J
3
1〈
J
J》
t
t
J
‘

あ

ら

夜
に
火
光
の
瑞
有
り
。
韓
元
長
は
地
理
を
好
む
と
難
も
、
未
だ
功
を
成
し
殺
を
見
は
す
こ
と
許
擦
の
如
き
者
有
ら
ざ
る
な
り
。
③
制
制
叫
調
剤
側
、
身
死
す
る
の
後
、



四

夢
に
蒐
E
卿
を
見
る
。
穎
川
の
士
は
新
興
割
引
と
難
も
、
未
だ
能
く
紳
に
し
て
霊
す
る
者
有
ら
ざ
る
な
り
。
⑤
汝
南
の
慮
世
叔
、
書
を
讃
め
ば
五
行
倶
に
下
る
。
穎

た

こ

ろ

川
の
土
は
職
明
な
る
も
の
多
し
と
難
も
、
未
だ
能
く
離
婁
と
並
び
照
ら
す
者
有
ら
ざ
る
な
り
。
⑥
制
剤
州
制
湖
、
太
尉
援
国
周
り
し
と
き
、
弟
人
を
然
し
て
死
に
嘗
る
。

洪
自
ら
劾
し
て
閤
に
詣
り
、
弟
の
命
に
代
ら
ん
こ
と
を
乞
ひ
、
便
ち
散
を
飲
み
て
死
す
。
弟
用
て
全
き
を
得
た
り
。
穎
川
〔
の
士
〕
は
観
縦
割
創
刊
制
と
難
も
、
未
だ

能
く
身
を
然
し
て
仁
を
成
す
こ
と
洪
の
如
き
者
有
ら
ざ
る
な
り
。
⑦
汝
南
の
程
〔
文
仲
〕
、
東
郡
太
守
と
盛
岡
り
、
始
め
義
兵
を
奉
げ
て
以
て
王
葬
を
討
つ
。
頴
川
の
士

l
l
s
s
t
i
l
-
-
t
i
l
l
-

た

は
嵐
封
劇
制
と
難
も
、
未
だ
能
く
家
を
破
り
て
園
の
矯
に
す
る
者
有
ら
ざ
る
な
り
。
⑧
汝
南
の
嚢
公
著
、
甲
科
部
盛
岡
り
し
と
き
、
上
書
し
て
梁
糞
を
治
め
ん
と
欲
す
。

頴
川
の
士
は
尉
瓢
割
賦
剥
と
難
も
、
未
だ
能
く
命
を
投
げ
て
直
言
す
る
者
有
ら
ざ
る
な
り
。

こ
れ
に
射
す
る
陳
豪
の
返
答
が
『
三
園
志
』
巻
十
萄
議
傍
注
引
『
萄
氏
家
傍
』
に
見
え
、

陳
霊
孔
融
と
汝
・
穎
の
人
物
を
論
ず
。
霊
日
く
、
「
萄
文
若
・
公
蓬
・
休
若
・
友
若
・
仲
議
は
、
嘗
今
並
び
に
封
無
し
」
と
。

と
述
べ
る
。
練
霊
は
、
義
父
の
萄
文
若
(
萄
議
)
を
筆
頭
に
、
公
達
(
萄
依
)
・
休
若
(
萄
街
)
・
友
若
(
萄
謡
)
・
仲
珠
(
萄
倹
)
ら
「
穎
川
の
萄
氏
」
を
拳
げ
て
、
頴
川

人
士
を
批
判
す
る
孔
融
に
反
論
し
た
。
頴
川
郡
出
身
の
萄
議
を
中
心
と
し
た
知
識
人
集
圏
は
、
歯
周
操
政
纏
に
お
い
て
重
き
を
な
し
て
お
り
、
彼
ら
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。

お
お
よ
そ
の
内
容
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。
論
中
で
奉
げ
ら
れ
た
汝
南
人
士
は
、
①
戴
子
高
(
戴
準
。
『
後
漢
書
』
列
傍
七
十
三
逸
民
惇
)
・
②
許
子
伯
(
許
効
。
『
後
漢
書
』

列
傍
五
十
八
許
劫
侍
)
・
③
許
嫁
(
汝
南
郡
の
都
水
嫁
た
る
許
楊
。
『
後
漢
書
』
列
侍
七
十
二
方
術
侍
)
・
④
張
元
伯
(
張
勧
。
司
後
漢
書
』
列
侍
七
十
一

狽
行
諸
式
停
}
・

⑤
臆
世
叔
(
慮
奉
。
『
後
漢
書
』
列
侍
三
十
八
感
奉
停
)
・
⑥
李
洪
(
詳
細
不
明
)
・
⑦
翠
文
仲
(
葎
義
。
『
漢
書
』
巻
八
十
四
翠
方
進
侍
)
・
⑧
衰
公
著
(
衰
着
。
『
後
漢
書
』

列
惇
二
十
四
梁
翼
侍
)
の
八
名
で
あ
る
。
孔
融
は
こ
れ
ら
汝
南
人
士
を
稽
揚
す
る
一
方
、
穎
川
人
士
に
つ
い
て
は
韓
元
長
(
韓
融
。
『
後
漢
書
』
列
停
五
十
二

韓
一
融
傍
)
以
外
に
名
を
奉
げ
ち
①
抗
節
が
あ
り
、
②
時
を
憂
い
、
③
地
理
を
好
み
、
④
奇
異
で
あ
り
、
⑤
穂
明
で
あ
り
、
⑥
節
義
を
向
び
、
⑦
悪
を
疾
み
、
③
忠
謙
を
慕

韓
詔
侍
附

ぅ
、
と
い
う
多
彩
な
評
債
貼
を
基
準
に
し
つ
つ
、
汝
南
人
士
が
穎
川
人
士
に
勝
る
こ
と
を
論
ず
る
。
以
下
、
本
稿
で
は
読
の
方
を
表
記
す
る
。

「
汝
頴
優
劣
論
」
に
つ
い
て
は
、
勝
村
哲
也
が
す
で
に
論
じ
て
お
h
v
勝
村
は
、
戴
遁
・
許
揚
・
翠
義
を
前
漢
末
か
ら
王
葬
期
の
人
物
、
許
効
・
慮
奉
・
蒙
著
を
後
漢
末

か
ら
曹
操
期
の
人
物
と
整
理
し
た
上
で
、
汝
南
人
士
を
抵
抗
型
知
識
人
、
穎
川
人
士
を
健
制
順
慮
型
知
識
人
と
分
類
す
む
す
な
わ
ち
、
現
王
朝
を
享
え
て
い
こ
う
と
す
る

者
と
、
新
王
朝
に
向
け
て
積
極
的
に
順
臆
し
て
い
こ
う
と
す
る
者
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
郡
に
分
け
て
封
比
し
た
と
す
る
。
孔
融
の
嘗
時
で
あ
れ
ば
、
汝
南
は
護
漢
源
、
頴
川

は
親
貌
振
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。
ま
た
勝
村
は
、
孔
融
が
知
識
人
の
評
債
を
行
う
に
蛍
た
っ
て
は
儒
撃
的
特
性
を
極
度
に
重
ん
じ
る
人
物
で
あ
り
、
か
つ
漢
室
に
仇
す
る

権
勢
に
封
し
、
知
識
人
の
自
律
的
な
行
動
を
ひ
た
す
ら
要
請
す
る
士
と
理
解
す
る
。
こ
れ
ら
は
概
ね
首
肯
し
得
る
見
解
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
「
汝
穎
優
劣
論
」
の
完
成
時
期
を
、



論
争
相
手
の
陳
塞
が
曹
操
幕
下
の
人
事
携
嘗
宮
で
あ
る
司
空
西
曹
橡
属
と
な
っ
た
建
安
三
ご
九
八
)
年
か
ら
そ
の
翌
年
と
想
定
す
る
。
人
物
を
め
ぐ
る
論
争
で
あ
っ
た
こ

と
を
考
え
れ
ば
、
こ
れ
も
充
分
に
納
得
で
き
る
。
「
汝
頴
優
劣
論
」
は
、
人
事
携
賞
者
に
向
け
た
、
現
賓
と
の
閥
わ
り
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
論
の
想
定
完
成
年
は
、

後
漢
末
の
群
雄
の
中
で
擢
ん
で
た
曹
操
と
嚢
紹
が
、
宮
波
の
戟
い
で
雌
雄
を
決
す
る
直
前
に
蛍
た
る
。
し
か
も
、
爾
者
は
後
述
す
る
よ
う
に
汝
南
に
深
い
関
わ
り
を
有
す
る
。

か
か
る
時
閥
的
背
景
と
情
勢
を
踏
ま
え
れ
ば
、
孔
融
と
陳
霊
の
議
論
に
お
い
て
、
曹
操
と
衷
紹
に
罰
す
る
配
慮
な
り
批
判
な
り
を
込
め
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
本
稿
は
こ

の
観
貼
よ
り
論
じ
て
み
た
い
。

ま
ず
、
曹
操
に
つ
い
て
だ
が
、
こ
れ
は
「
汝
穎
優
劣
論
」
②
の
許
勧
と
闘
漣
す
る
。
許
効
は
郭
泰
と
と
も
に
人
物
評
債
で
名
を
知
ら
れ
た
。
そ
の
彼
が
、
「
君
は
清
卒
の
姦
賊
、

観
世
の
英
雄
」
(
『
後
漢
書
』
列
停
五
十
八
許
磁
傍
)
と
批
評
を
下
し
た
相
手
が
曹
操
で
あ
っ
恥
渡
漣
義
浩
は
、
さ
し
て
高
い
評
債
で
も
な
い
が
、
こ
れ
に
よ
り
曹
操
が

汝
南
を
名
聾
の
場
と
し
、
汝
南
「
名
士
」
社
舎
の
仲
開
入
り
を
果
た
し
た
と
論
ず
れ
v

し
た
が
っ
て
、
曹
操
と
汝
南
の
関
わ
り
は
深
い
。
そ
の
一
方
で
、
曹
貌
政
権
の
中
で
、

五

汝
南
出
身
で
『
三
園
士
山
』
に
専
俸
を
持
つ
者
は
和
治
し
か
い
な
い
こ
と
も
合
わ
せ
て
指
摘
す
る
。
曹
操
は
、
献
帝
を
擁
立
し
て
漢
を
輔
佐
す
る
こ
と
で
政
権
の
正
統
性
を
獲

得
し
て
い
た
た
め
、
立
場
上
は
曹
操
も
護
漢
涯
と
言
え
る
。
だ
が
、
「
護
漢
汲
」
た
る
曹
操
に
仕
え
た
孔
融
の
曹
操
認
識
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
文
が
あ
る
。

時
に
蒙
(
紹
)
・
曹
(
操
)
方
に
盛
ん
な
り
。
而
る
に
(
孔
)
融
協
鮒
す
る
所
無
し
。
左
丞
組
な
る
者
、
一
意
謀
有
り
と
稀
し
、
融
に
勤
め
て
結
納
す
る
所
有
ら
し
め
ん

く
み

と
す
。
穂
(
き
紹
・
(
曹
)
操
の
絡
に
漢
室
を
園
る
を
知
り
、
奥
に
同
す
る
を
欲
せ
ず
。
故
に
怒
り
て
之
を
殺
す
(
『
後
霊
園
』
列
億
六
十
孔
融
島
。

い
ず
れ
に
も
興
せ
ぬ
態
度
を
取
っ
た
の
で
あ
る
。
渡
漣
義
浩
は
、

勝
村
の
設
を
踏
ま
え
た
上
で
、
「
汝
頴
優
劣
論
」
が
曹
操
に
迎
合
す
る
穎
川
人
士
を
批
判
す
る
た
め
に
著
さ
れ
た
も
の
と
す
お
v

例
え
ば
「
汝
穎
優
劣
論
」
③
は
、
許
楊
の

嚢
紹
・
曹
操
の
勢
い
が
盛
ん
な
朕
況
に
あ
っ
て
、
孔
融
は
雨
者
が
漢
室
を
蔑
ろ
に
す
る
者
と
認
識
し
、

濯
融
制
に
よ
り
牧
穫
が
増
加
し
た
こ
と
を
稽
え
る
こ
と
で
、
穎
川
で
行
わ
れ
て
い
た
曹
操
の
屯
田
制
を
暗
に
批
判
し
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
曹
操
は

神
園
議
勝
出
身
な
の
で
、
「
汝
穎
優
劣
論
」
内
に
直
接
言
及
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
な
い
。
だ
が
、
こ
れ
ら
を
綿
合
す
る
と
、
汝
南
人
士
を
稽
揚
す
る
孔
融
の
意
圃
の
背
後

に
は
、
汝
南
を
名
聾
の
場
に
持
ち
な
が
ら
、
そ
の
汝
商
人
士
を
ほ
と
ん
ど
麿
下
に
加
え
ら
れ
ず
、
使
い
こ
な
せ
な
い
曹
操
へ
の
あ
て
つ
け
が
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

そ
の
曹
操
に
重
用
さ
れ
る
穎
川
人
士
は
、
孔
融
に
と
っ
て
格
好
の
批
判
の
的
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

次
に
、
愛
紹
と
の
関
わ
り
を
検
討
し
た
い
。
注
(
時
)
所
掲
勝
村
論
文
が
、
「
汝
穎
優
劣
論
」
に
お
け
る
嚢
紹
へ
の
同
情
の
有
無
に
言
及
し
、
前
引
の
『
後
漢
書
』
孔
融

俸
を
以
て
、
同
情
的
で
あ
っ
た
と
は
言
え
な
い
と
一
腹
の
答
え
を
提
示
す
む
f

こ
れ
に
つ
い
て
も
「
汝
穎
優
劣
論
」
②
の
許
効
と
の
欄
漣
よ
り
考
察
で
き
る
。
そ
も
そ
も
許

訪
は
、
従
祖
父
の
許
敬
、
子
の
許
訓
、
孫
の
許
相
と
三
代
に
わ
た
り
三
公
を
輩
出
し
た
三
世
三
公
の
家
柄
で
、
「
汝
南
の
許
氏
」
と
言
え
ば
嘗
時
の
名
族
で
あ
る
(
『
後
漢
書
』

列
停
五
十
八
許
効
停
)
。

一
方
の
衰
氏
は
、
や
は
り
汝
南
を
本
貫
と
し
、
後
漢
前
半
期
の
衰
安
以
降
、
四
世
代
に
わ
た
り
三
公
を
五
人
も
輩
出
し
た
許
氏
を
上
岡
る
家
柄
で



_._ ，、

あ
お
(
『
後
漢
書
』
列
停
三
十
五

る
一
族
で
あ
り
、
「
汝
穎
優
劣
論
」

衰
安
侍
)
。
愛
安
か
ら
後
漢
末
の
蒙
紹
・
蒙
衡
に
至
る
「
汝
南
の
蒙
氏
」
本
流
は
、
漢
を
輔
佐
し
て
き
た
こ
と
を
自
ら
の
存
立
基
盤
と
す

(
H
V
 

で
稽
揚
さ
れ
た
汝
南
人
士
に
劣
ら
ぬ
議
漢
振
と
善
一
白
え
る
。
と
こ
ろ
が
孔
融
は
、
か
か
る
「
汝
南
の
衰
氏
」
本
流
を
無
視
す
る
。
こ
こ
に

見
ら
れ
る
孔
融
の
姿
勢
は
、
勝
村
説
に
加
え
、
次
の
理
由
も
奉
げ
ら
れ
よ
う
。

(
衰
)
語
始
め
青
州
に
至
り
て
、
都
督
と
鋳
る
も
、
未
だ
刺
史
蜘
ら
ず
。
後
に
太
組
奔
し
て
刺
史
と
矯
す
。
其
の
土
は
河
よ
り
し
て
西
し
、
蓋
し
卒
原
を
温
ぎ
ぎ
る
の
み
。

か

が

や

よ

ろ

こ

遂
に
北
の
か
た
田
織
を
排
し
、
東
の
か
た
孔
融
を
攻
め
、
兵
を
海
隅
に
曜
か
す
。
是
の
時
、
百
姓
は
主
無
く
、
欣
ん
で
之
を
戴
け
り
。
然
れ
ど
も
霊
小
を
信
用
し
、
近

言
を
受
く
る
を
好
み
、
志
を
爆
に
し
て
奪
淫
し
、
稼
稽
の
賑
難
を
知
ら
ず
。
華
彦
・
孔
順
は
皆
な
姦
倭
の
小
人
な
る
も
、
信
じ
て
以
て
腹
心
と
矯
す
。
王
備
ら
は
官
を

(
お
)

備
ふ
る
の
み
(
『
三
園
士
山
』
巻
六
衰
紹
惇
注
引
『
九
州
春
秋
』
)
。

海
グ
ル
ー
プ
」

衰
紹
の
長
子
支
請
は
、
青
州
の
孔
融
を
攻
撃
し
た
。
『
後
漢
書
』
の
孔
融
俸
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
の
攻
撃
で
孔
融
の
妻
子
が
捕
虜
と
な
る
。
し
か
も
衰
請
は
小
人
を
信
用
し
、
「
北

の
一
人
で
あ
る
王
備
を
重
用
し
な
か
っ
取
孔
融
は
、
後
漢
を
無
み
す
る
者
と
し
て
哀
紹
た
ち
を
認
識
し
て
い
た
上
に
、
か
か
る
個
人
的
か
つ
滋
閥
的
な
確

執
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
業
紹
の
従
兄
弟
で
同
じ
く
「
汝
南
の
愛
氏
」
本
流
た
る
蓑
術
に
つ
い
て
は
、
『
三
園
志
』
巻
三
十
二
先
主
俸
に
、

先
主
日
く
、
三
一
義
公
路
近
く
書
春
に
在
り
。
此
の
君
は
四
世
五
公
に
し
て
、
海
内
の
錦
す
る
所
な
れ
ば
、
君
州
を
以
て
之
に
輿
ふ
可
し
」
と
。
:
:
:
北
海
相
の
孔
融

〈
み

先
主
に
謂
ひ
て
日
く
、
「
衰
公
路
宣
に
園
を
憂
へ
家
を
忠
る
る
者
な
ら
ん
や
。
家
中
の
枯
骨
に
し
て
、
何
ぞ
意
を
介
す
る
に
足
ら
ん
。
今
日
の
事
、
百
姓
能
に
輿
す
。

天
輿
へ
て
取
ら
ざ
れ
ば
、
悔
ゆ
と
も
這
ふ
可
か
ら
ず
」
と
。

と
あ
る
。
輿
卒
元
(
一
九
四
)
年
、
陶
謙
の
死
後
に
徐
州
を
譲
ら
れ
、
そ
れ
を
衰
術
に
委
ね
よ
う
と
す
る
劉
備
を
、
孔
融
は
制
止
し
た
。
愛
衡
は
家
を
顧
み
ず
園
を
憂
え
る

者
で
は
な
く
、
墓
中
の
朽
骨
に
過
ぎ
ぬ
、
と
。
孔
融
の
嚢
術
評
債
は
的
中
し
、
建
安
二
(
一
九
七
)
年
、
意
衡
は
漢
を
蔑
ろ
に
し
て
一
帝
践
を
傍
稽
す
る
。
如
上
の
こ
と
か
ら
、
「
汝

穎
優
劣
論
」
に
お
い
て
、
嚢
紹
(
お
よ
び
衰
術
)
を
含
む

「
汝
南
の
嚢
氏
」
本
流
に
封
す
る
同
情
が
な
い
の
も
理
由
が
つ
く
。
彼
ら
に
鯛
れ
ぬ
こ
と
で
、
却
っ
て
批
判
し
て

い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

同
時
に
、
注
目
す
べ
き
は
、
表
術
評
債
の
内
容
で
あ
る
。
「
由
旦
に
園
を
憂
へ
家
を
忘
る
る
者
な
ら
ん
や
」
と
は
、
表
現
こ
そ
い
さ
さ
か
異
な
れ
ど
、
「
汝
頴
優
劣
論
」
⑦
の

「
家
を
破
り
て
園
の
矯
に
す
る
者
」
と
い
う
基
準
と
同
質
の
も
の
と
見
て
よ
い
。
か
か
る
評
債
基
準
は
、
「
汝
穎
優
劣
論
」

の
よ
う
な
政
治
的
談
論
が
、
寅
際
の
人
物
-
詳
債
と

深
い
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。



三
、
人
材
推
奉
の
上
書

「
汝
頴
優
劣
論
」
は
陳
霊
と
の
論
争
に
お
い
て
展
開
さ
れ
た
郡
単
位
の
人
物
-
評
償
で
あ
り
、
議
論
の
政
治
性
は
極
め
て
高
い
。
と
こ
ろ
が
、
岡
村
繁
は
、
「
汝
頴
優
劣
論
」

を
含
め
た
後
漢
末
の
政
治
的
談
論
の
特
色
に
つ
い
て
、
「
こ
れ
ら
の
諸
論
は
、
決
着
が
ど
う
落
ち
着
い
て
も
さ
し
て
現
寅
生
活
に
影
響
の
な
い
、
現
寅
か
ら
遊
離
し
た
閑
間

(
盟
)

題
を
と
ら
え
て
い
る
」
と
し
、
「
談
論
の
た
め
の
談
論
、
極
言
す
れ
ば
、
有
閑
的
気
分
の
極
め
て
濃
い
談
論
で
あ
る
と
言
え
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
相
手
を
や

り
込
め
る
た
め
の
空
理
空
論
を
展
開
し
て
い
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
孔
融
が
推
奉
し
た
人
物
に
つ
い
て
の
上
書
を
手
が
か
り
に
、
「
汝
穎
優
劣
論
」

の
評
償
基
準

と
比
較
し
て
み
た
い
。
ま
ず
は
謝
該
の
例
を
見
て
み
よ
う
。

少
府
の
孔
融
上
書
し
て
之
を
薦
め
て
日
く
、
「
:
:
:
縮
か
に
見
る
に
、
故
の
公
車
司
馬
令
の
謝
該
は
、
・
4

自
(
参
)
・
史
(
魚
)

の
淑
性
を
憶
し
、
(
ト
)
商
・

3
5

僅
の
文
撃
を
粂
ね
、
博
く
筆
菰
に
遁
じ
、
周
く
古
今
を
覚
、
物
来
つ
て
は
感
ず
る
こ
と
有
り
、
事
至
つ
て
は
惑
は
ず
、
清
白
異
行
に
し
て
、
敦
く
遁
訓
を
悦
ぶ
。
之
を

蓬
近
に
求
む
る
に
、
鴎
匹
有
る
こ
と
少
な
し
。
:
:
:
@
僑
不
疑
は
北
関
の
前
に
定
め
、
費
調
勝
は
常
陰
の
験
を
嬬
じ
、
然
る
後
に
報
士
盆
々
儒
術
を
重
ん
ず
。
今
該

凶
割
弱
出
副
副
司
雌
刻
。
:
:
:
」
と
(
『
後
言
語
六
十
九
下
儒
林
下
雲
島
。

孔
融
は
、
@
曾
参
・
史
魚
・
卜
商
(
子
夏
)
・
言
僅
(
子
滋
)
と
い
っ
た
春
秋
時
代
の
人
物
の
名
を
奉
げ
て
、
そ
の
能
力
を
評
債
す
る
。
曾
参
は
「
孝
」
、
卜
商
と
子
機
は
「
文
拳
」

に
よ
り
名
を
知
ら
れ
る
孔
子
の
弟
子
た
ち
で
あ
る
。
謝
該
は
か
か
る
儒
者
た
ち
の
特
性
を
品
兼
ね
備
え
た
人
物
と
す
る
。
そ
し
て
注
目
す
べ
き
は
史
魚
で
あ
ろ
う
。
史
魚
は
、
『
論

Amv 

語
』
衡
霊
公
篇
に
、
「
子
日
く
、
直
な
る
哉
史
魚
。
邦
に
遁
有
れ
ば
矢
の
如
く
、
邦
に
道
無
け
れ
ば
矢
の
如
し
」
と
あ
る
。
春
秋
時
代
の
衡
の
大
夫
で
あ
り
、
賢
人
の
蓮
伯

玉
を
用
い
て
小
人
の
菊
子
取
を
退
け
る
よ
う
、
主
君
の
霊
公
に
直
言
し
て
た
び
た
び
諌
め
た
。
矢
の
如
き
「
直
」
は
、
孔
子
の
認
め
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
こ
れ
は
「
汝
穎
優
劣
論
」
③
と
同
じ
基
準
で
あ
り
、
謝
該
は
そ
れ
を
備
え
た
人
物
と
し
て
評
債
し
て
い
る
。

さ
ら
に
孔
融
は
、
@
儒
不
疑
と
夏
侯
勝
の
名
を
皐
げ
、
出
醐
該
が
こ
れ
ら
先
人
と
同
列
に
並
ぶ
者
で
あ
る
と
示
す
。
僑
不
疑
は
、
始
元
五
(
前
八
二
)
年
に
衛
太
子
を
自
稿

す
る
者
が
現
れ
た
際
、
『
春
秋
』
の
義
を
以
て
、
爵
躍
な
く
牧
縛
し
た
人
物
で
あ
討
(
『
漢
書
』
巻
七
十
一

晶
間
不
疑
侍
)
。
謝
該
は
、
数
百
人
の
門
弟
を
擁
し
た
左
氏
祭
者
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
と
も
に
『
春
秋
』
を
修
め
た
と
い
う
共
遁
鮎
に
よ
り
僑
不
疑
を
奉
げ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
か
た
や
、
夏
侯
勝
は
、
『
漢
書
』
巻
七
十
五
夏
侯
勝
倖
同
v

曾
々
昭
一
帝
崩
ず
る
や
、
昌
邑
王
嗣
ぎ
て
立
ち
、
数
々
出
づ
。
(
夏
侯
)
勝
乗
輿
の
前
に
嘗
り
て
諌
め
て
日
く
、
「
天
久
し
く
陰
り
て
雨
ふ
ら
ざ
る
は
、
臣
下
に
上
を

謀
ら
ん
と
す
る
者
有
れ
ば
な
り
。
陛
下
出
で
て
何
く
に
か
之
か
ん
と
欲
す
る
」
と
。
王
怒
り
、
勝
を
謂
ひ
て
妖
言
と
矯
し
、
縛
り
て
以
て
吏
に
属
く
。

と
あ
る
よ
う
に
、
昌
邑
王
(
廃
帝
劉
賀
)

の
放
蕩
に
諌
言
を
呈
し
た
こ
と
で
不
興
を
買
い
、
捕
ら
わ
れ
た
人
物
で
あ
る
。
こ
ち
ら
は
、
「
汝
穎
優
劣
論
」
⑧
と
合
致
す
る
。

七



こ
れ
以
外
の
評
償
部
分
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
「
汝
頴
優
劣
論
」
と
同
じ
基
準
に
よ
っ
て
、
謝
該
を
推
薦
し
た
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。

〔
お
)

上
書
が
残
る
人
物
と
し
て
は
、
次
に
禰
衡
が
皐
げ
ら
れ
る
。
爾
者
は
二
十
歳
の
年
齢
差
が
あ
り
な
が
ら
も
親
し
く
交
わ
り
、
互
い
に
評
債
し
合
っ
た
。
孔
融
に
よ
る
禰
衡

(
担
}

の
推
薦
文
は
、
『
後
漢
書
』
列
侍
七
十
下
文
苑
下
調
衡
停
に
、

:
:
:
織
か
に
慮
士
な
る
平
原
の
禰
衡
を
見
る
に
、
年
二
十
四
、
字
は
正
卒
、
淑
質
貞
亮
に
し
て
、
英
才
卓
磯
た
り
。
初
め
纂
文
に
渡
り
、
堂
に
升
り
て
奥
を
観
、
@
目

の
一
た
倒
見
る
所
、
轍
ち
口
に
調
し
、
耳
の
瞥
関
す
る
所
、
心
に
忘
れ
ず
。
性
は
道
と
合
し
、
思
ひ
は
紳
有
る
が
若
し
。
・
又
桑
)
弘
羊
の
糊
計
、
(
張
)
安
世
の
歎

〆、p
り

;
I
I
I
I
l
l
1
1
1
1
1

・EaEE
E
E
E
B
E
B
E
E
-
-
E
-
-
a
g
E
2
E
E』
E
E
B
E
B
E
E
-
-
-
E
E
E

謝
可
制
剖
叫
引
剥
剖
哨
刻
刻
叫
可
制
吋
倒

U
剖
同
尉
引
明
。
-
忌
剰
国
副
凶

U
刻
、
士
山
は
霜
雲
を
懐
き
、
善
を
見
る
こ
と
驚
く
が
若
く
、
@
悪
を
疾
む
こ
と
餓
の
若
し
。

2
 

・
任
問
制
剖
剖
制
明
1
剥
制
，
制
剖
岡
剖
引
制
可
制
日
凶
引
湖
引
引
回
鮒
劃
な
の
。
鷲
烏
伯
を
累
ぬ
る
は
、

一
鶏
に
如
か
ず
。
衡
を
し
て
靭
に
立
た
し
め
ば
、
必

ず
観
る
可
き
有
ら
ん
。
:
:
:

と
あ
る
。
孔
融
は
、
@
一
見
・
一
閣
の
み
で
魔
え
て
し
ま
う
頑
衡
の
驚
異
的
な
記
憶
力
を
暴
げ
る
。
こ
の
評
債
基
準
は
、
「
汝
頴
優
語
論
」
⑤
と
合
致
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、

⑤
で
稽
揚
さ
れ
た
汝
南
人
士
の
感
奉
は
、
『
後
漢
書
』
列
侍
三
十
八
慮
奉
停
に
、

(
出
陣
)
奉
少
く
し
て
璃
瞬
、
童
児
矯
り
し
よ
り
長
ず
る
に
及
ぶ
ま
で
、
凡
そ
経
履
す
る
所
、
暗
記
せ
ざ
る
は
莫
し
。
書
を
讃
め
ば
五
行
並
び
に
下
る
。

と
あ
る
よ
う
に
、
童
鬼
の
頃
か
ら
成
人
す
る
ま
で
、
自
ら
経
験
し
た
も
の
を
す
べ
て
記
憶
し
、
書
物
を
五
行
ま
と
め
て
讃
ん
で
費
え
る
ほ
ど
の
人
物
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

合
わ
せ
て
孔
識
は
、
・
桑
弘
羊
の
港
計
(
-
暗
算
)
と
張
安
世
の
歎
識
(
記
憶
力
)
を
引
き
合
い
に
出
し
、
漏
衡
は
そ
れ
を
凌
ぐ
も
の
と
打
ち
出
す
。
と
り
わ
け
後
者
は
、
『
漢

A
M凋
)

書
』
巻
五
十
九
張
湯
惇
附
張
安
世
停
に
、

上
河
東
に
行
幸
す
る
や
、
嘗
て
書
三
鐙
を
亡
ふ
。
詔
し
て
問
ふ
も
、
能
く
知
る
も
の
莫
く
、
唯
だ
(
張
)
安
世
の
み
之
を
識
り
、
具
に
其
の
事
を
作
る
。
後
に
購
ひ

求
め
て
書
を
得
、
以
て
相
ひ
校
す
る
も
、
遺
失
す
る
所
無
し
。

と
あ
る
よ
う
に
、
三
箱
の
書
物
を
漏
ら
さ
ず
費
え
る
ほ
ど
の
記
憶
力
を
持
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
@
と
同
様
、
「
汝
穎
優
劣
論
」
⑤
に
該
嘗
し
よ
う
。
態
奉
・
張
安
世
の
ご
と

き
記
憶
力
は
、
孔
融
に
と
っ
て
、
れ
っ
き
と
し
た
評
償
基
準
で
あ
っ
た
と
き
ロ
え
る
。

こ
の
他
に
も
、
@
「
忠
果
正
直
」
と
は
、
忠
義
で
正
し
く
ま
っ
す
ぐ
な
こ
と
を
意
味
し
、
こ
れ
は
「
汝
穎
優
劣
論
」
⑦
に
該
嘗
す
る
。
そ
し
て
、
@
「
悪
を
疾
む
こ
と
健

に
説
明
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

の
若
し
」
も
ま
た
、
「
汝
穎
優
劣
論
」
⑦
と
同
じ
評
債
基
準
で
あ
る
。
調
隅
衡
は
こ
れ
ら
に
合
致
し
て
い
た
。
さ
ら
に
孔
融
は
、
@
任
座
と
史
魚
の
名
を
拳
げ
る
。
史
魚
は
先

(
抑
}

一
方
で
、
任
座
は
、
『
呂
氏
春
秋
』
不
有
論
に
、

貌
の
文
侯
燕
飲
し
、
皆
な
諸
大
夫
を
し
て
己
を
論
ぜ
し
め
、
或
ひ
と
君
の
智
を
言
ふ
な
り
。
任
座
に
至
る
や
、
任
座
日
く
、
「
君
は
不
宵
の
君
な
り
。
中
山
を
得
て
、



九

あ
ら

以
て
君
の
弟
を
封
ぜ
ず
、
而
し
て
以
て
君
の
子
を
封
ず
。
是
を
以
て
君
の
不
宵
な
る
を
知
る
な
り
」
と
。
文
侯
説
ば
ず
、
顔
色
に
知
は
る
。
任
座
趨
り
て
出
づ
。
次

L
v
e
a
 

に
獲
黄
に
及
ぶ
や
、
覇
軍
黄
日
く
、
「
君
は
賢
君
な
り
。
臣
聞
く
な
ら
く
、
『
其
の
主
の
賢
な
る
者
は
、
其
の
臣
の
言
直
な
り
』
と
。
今
者
、
任
座
の
言
直
な
り
。
是
を

以
て
君
の
賢
を
知
る
な
り
」
と
。

と
あ
る
よ
う
に
、
貌
の
文
侯
に
直
言
を
吐
い
た
戦
闘
時
代
の
人
物
で
あ
る
。
直
言
に
よ
め
君
主
の
不
興
を
買
っ
た
逸
話
の
残
る
任
座
を
、
史
魚
と
並
稀
し
た
。
孔
融
は
か
か

る
性
質
を
禰
衡
の
中
に
見
、
任
座
・
史
魚
以
上
の
人
物
と
評
債
し
た
の
で
あ
る
。

恐
れ
て
捕
ら
え
て
し
ま
う
。
孔
融
は
、
直
ち
に
盛
憲
を
召
す
よ
う
曹
操
に
書
を
迭
っ
た
。
『
三
園
士
山
』
巻
五
十
一

謝
該
・
繍
衡
以
外
に
も
、
孔
融
は
奮
知
の
盛
憲
と
い
う
人
物
を
推
薦
し
て
い
る
。
盛
憲
は
江
東
で
名
望
を
有
し
て
お
り
、
こ
の
地
を
支
配
下
に
置
い
た
孫
呉
は
、
盛
憲
を

(
甜
)

孫
詔
傍
注
引
『
舎
稽
典
録
』
に
、

歳
月
居
ら
ず
、
時
節
流
る
る
が
如
し
。
五
十
の
年
、
忽
薦
と
し
て
己
に
至
る
。
公
始
め
て
満
つ
る
こ
と
を
矯
し
、
融
は
叉
た
二
を
遁
ぐ
。
海
内
の
知
識
、
零
落
し
て

殆
ど
量
き
、
惟
だ
舎
稽
の
盛
孝
章
の
み
倫
ほ
存
せ
り
。
其
の
人
孫
氏
に
困
し
め
ら
れ
、
妻
担
芋
浬
渡
し
、
軍
手
濁
立
し
、
孤
危
愁
苦
す
。
:
:
:
今
孝
章
は
貨
に
丈
夫
の

雄
な
り
。
天
下
露
士
は
依
り
て
以
て
聾
を
揚
ぐ
。
而
れ
ど
も
身
は
幽
執
を
兎
れ
ず
、
命
は
E
タ
を
期
せ
ず
。
@
是
れ
吾
が
租
の
嘗
に
復
た
損
盆
の
友
を
論
ず
べ
か
ら
ず
、

而
し
て
朱
穆
の
絶
交
す
る
所
以
な
り
。
公
誠
に
能
く
一
介
の
使
を
馳
せ
、
岡
山
尺
の
書
を
加
ふ
れ
ば
、
則
ち
孝
章
を
ば
致
す
可
く
、
友
道
弘
む
可
き
な
り
。
・
:

と
あ
る
。
孔
融
五
十
二
歳
の
時
、
す
な
わ
ち
建
安
九
合
一

O
四
)
年
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
。
の
「
損
盆
の
友
」
と
は
、
『
論
担
問
』
季
氏
篇
の
、
「
孔
子
日
く
、
盆
者
三

ま
こ
と

友
、
損
者
三
友
。
直
を
友
と
し
、
諒
を
友
と
し
、
多
聞
を
友
と
す
る
は
盆
な
り
。
便
跨
を
友
と
し
、
善
柔
を
友
と
し
、
便
倭
を
友
と
す
る
は
損
な
め
」
に
基
づ
匂
「
盛
憲
を

こ
の
ま
ま
見
殺
し
に
し
て
は
、
組
先
孔
子
も
「
損
盆
の
友
」
を
論
ず
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
。
換
言
す
れ
ば
、
盛
憲
は
孔
融
に
と
っ
て
の
袋
者
三
友
で
あ
る
。
直
(
正

直
)
・
諒
(
誠
心
)
・
多
聞
(
博
拳
)

の
い
ず
れ
か
、
あ
る
い
は
い
ず
れ
も
備
え
た
人
物
ゆ
え
に
、
曹
操
に
推
薦
し
て
孫
呉
よ
り
救
出
し
て
も
ら
う
こ
と
を
望
ん
だ
。
盛
憲
を

薦
め
た
こ
の
文
書
は
、
先
の
二
人
と
異
な
り
、
い
さ
さ
か
緊
急
避
難
的
な
意
圃
が
強
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
「
損
盆
の
友
」
と
い
う
文
言
に
包
含
さ
れ
る
「
直
」
は
、
「
汝
頴

優
劣
論
」
③
に
、
「
多
聞
」
も
ま
た
⑤
に
近
い
も
の
と
一
言
え
、
こ
こ
に
も
「
汝
頴
優
劣
論
」
と
同
様
の
評
債
基
準
を
窺
え
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
い
く
と
、
「
汝
穎
優
劣
論
」
は
、
決
し
て
空
理
空
論
の
評
債
基
準
を
展
開
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
注
(
お
)
所
掲
岡
村
論
文
が
述
べ
る
よ
う
な
「
有
閑

的
気
分
の
極
め
て
濃
い
談
論
」

で
は
な
い
の
で
あ
る
。
岡
村
が
主
張
す
る
「
談
論
の
宮
廷
化
」
は
、
九
回
問
中
正
制
度
が
人
物
評
債
を
基
準
と
す
る
も
の
か
ら
、
爵
位
に
よ
り

定
ま
る
よ
う
に
な
る
西
奮
期
以
降
の
清
談
に
こ
そ
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
ん
憎
む
し
ろ
、
孔
融
の
人
物
評
償
に
お
い
て
重
視
す
べ
き
駄
が
明
確
に
含
ま
れ
て
い
た
と
言
え
よ

う
。
政
治
的
談
論
た
る
「
汝
頴
優
劣
論
」
に
も
、
人
物
の
推
薦
文
に
も
、
共
遁
し
た
も
の
が
見
ら
れ
る
以
上
、
人
材
と
は
か
く
あ
る
べ
き
と
い
う
孔
融
の
確
固
た
る
姿
勢
を

窺
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
お
v



。

お
わ
り
に

知
識
人
と
交
流
し
て
「
北
海
グ
ル
ー
プ
」
を
形
成
し
た
孔
融
は
、
曹
貌
の
同
僚
た
る
棟
霊
と
論
争
を
交
わ
し
、
「
汝
穎
優
劣
論
」
に
よ
っ
て
汝
南
人
士
を
稽
揚
す
る
と
と
も
に
、

頴
川
人
士
を
批
判
し
た
。
そ
こ
に
は
、
汝
南
を
名
聾
の
場
と
し
、
自
ら
が
仕
え
た
曹
操
、
お
よ
び
曹
操
と
覇
権
を
争
っ
た
「
汝
南
の
嚢
氏
」
本
流
た
る
衰
紹
に
封
す
る
批
判

を
込
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。

一
方
、
「
汝
頴
優
劣
論
」
に
て
展
開
さ
れ
た
評
債
基
準
は
、
寅
際
に
人
物
を
維
薦
す
る
際
の
上
書
に
も
見
ら
れ
、
孔
融
の
人
物
評
債
に
お
け
る

確
た
る
基
準
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

か
か
る
規
範
は
、
孔
融
の
推
薦
文
に
は

「
直
」
で
あ
る
こ
と
を
特
に
重
視
し
て
い
た
。
孔
融
は
、
自
身
が
漢
を
無
み
す
る
者
と
認
識
し
つ
つ
も
、

一
定
の
距
離
を
置
き
な

が
ら
曹
操
に
仕
え
、
曹
操
が
禁
酒
令
を
設
布
し
た
時
や
、
烏
桓
征
伐
し
た
時
な
ど
に
は
巌
し
く
批
判
し
、
時
に
噺
弄
を
浴
び
せ
た
。
友
人
の
脂
習
は
、
孔
融
の
か
か
る
「
直
」

つ
い
に
慮
刑
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ

h
v
注

(
1
)
所
掲
の
曹
歪
に
よ
る
評
債
の
ご
と
く
、

を
常
々
戒
め
て
い
た
が
、
そ
の
危
倶
は
的
中
す
る
。
孔
融
は
曹
操
に
疎
ま
れ
、

論
弁
を
弄
す
る
皮
肉
家
と
し
て
見
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
孔
融
で
あ
っ
た
が
、
寅
は
自
ら
の
評
償
基
準
を
確
固
と
し
て
持
ち
、
そ
れ
を
寅
践
し
て
い
た
人
物
と
言
え
よ
う
。

九
品
中
正
制
度
が
人
物
評
債
で
は
な
く
、
爵
位
を
基
準
と
し
て
運
用
さ
れ
る
以
前
、
人
物
評
債
は
極
め
て
強
い
政
治
的
指
向
性
を
有
し
て
い
た
。
孔
磁
の
「
汝
穎
優
劣
論
」

は
、
の
ち
の
清
談
の
先
駆
と
な
る
よ
う
な
論
理
性
を
一
方
で
持
ち
な
が
ら
も
、
人
物
評
債
が
成
立
し
た
後
漢
の
黛
人
た
ち
が
持
っ
て
い
た
強
い
政
治
性
を
繕
承
し
て
い
る
も

の
な
の
で
あ
る
。

注

(
1
)
建
安
七
子
と
し
て
の
孔
融
は
、
曹
歪
よ
り
「
孔
融
謹
気
高
妙
、
有
過
人
者
。
然
不
能
持
論
、
理
不
勝
僻
、
至
子
雑
以
糊
戯
。
及
其
所
善
、
揚
・
班
之
僑
也
」
(
『
コ
一
酉
志
』
巻
二
十
一

王
祭
侍
附
院
璃
停
註
引
『
典
論
』
)
と
評
さ
れ
て
い
る
。
肉
刑
復
活
を
批
剣
し
た
文
書
は
、
『
後
漢
書
』
の
孔
融
侍
や
墨
田
書
』
巻
三
十
刑
法
志
に
見
え
る
。

(
2
)
融
閣
人
之
善
、
若
出
諸
己
、
言
有
可
採
、
必
演
而
成
之
。
面
告
其
短
、
而
退
稿
所
長
。
薦
遺
賢
士
、
多
所
奨
進
、
知
而
未
言
、
以
矯
己
過
。
故
海
内
英
俊
皆
信
服
之
(
『
後
漢
書
』
列

侍
六
十
孔
融
停
)
。

(
3
)
後
漢
後
牢
に
お
け
る
人
物
詩
債
は
、
郭
泰
と
許
劫
が
中
心
人
物
で
あ
っ
た
。
『
後
漢
書
』
列
惇
五
十
八
郭
太
惇
注
引
『
泰
別
措
博
』
に
よ
れ
ば
、
郭
泰
の
車
は
、
人
物
評
債
を
求
め
る
者

た
ち
の
差
し
出
し
た
名
刺
で
一
杯
に
な
っ
た
と
い
う
。
ま
た
許
勧
は
、
い
と
こ
の
許
靖
と
毎
月
は
じ
め
に
「
月
旦
許
」
を
行
っ
て
い
た
。
ち
な
み
に
、
郭
泰
を
評
慣
し
た
の
は
李
膚
で



あ
る
。
李
膚
の
評
慣
に
よ
り
、
郭
泰
は
一
躍
名
を
馳
せ
た
。
こ
こ
に
却
っ
て
李
膚
の
名
聾
の
高
さ
を
窺
え
る
。

(4)
孔
融
が
李
膚
の
も
と
に
赴
い
た
の
は
、
延
蕪
五
三
六
二
)
年
の
こ
と
で
あ
る
。

(
5
)
融
欲
観
其
人
、
故
遣
膚
門
。
語
門
者
目
、
我
是
李
君
遁
家
子
弟
。
門
者
言
之
。
膚
請
融
、
間
目
、
高
明
祖
父
嘗
輿
僕
有
恩
醤
乎
。
融
日
、
然
。
先
君
孔
子
奥
君
先
人
李
老
君
同
徳
比
義
、

而
相
師
友
、
則
融
輿
君
累
世
遁
家
。
衆
坐
莫
不
歎
息
。
太
中
大
夫
陳
煉
後
至
、
坐
中
以
告
埠
。
津
田
、
夫
人
小
而
聴
了
、
大
未
必
奇
。
融
慮
聾
目
、
観
君
所
言
、
終
不
早
恵
乎
。
膚
大

笑
臼
、
高
明
必
矯
偉
器
〈
『
後
漢
書
』
列
億
六
十
孔
融
侍
)
。

(
6
)
山
陽
張
倹
属
中
常
侍
侯
賢
所
怨
、
質
矯
刊
章
下
州
都
、
以
名
捕
俄
。
倹
輿
融
兄
褒
有
蓄
、
亡
抵
於
裏
、
不
遇
。
時
融
年
十
六
、
倹
少
之
而
不
告
。
敵
見
其
有
寒
色
、
謂
目
、
兄
難
在
外
、

吾
調
不
能
鶏
君
主
邪
。
因
留
舎
之
。
後
事
池
、
閤
相
以
下
、
密
就
掩
捕
、
倹
得
脱
走
、
法
井
牧
褒
・
融
迭
獄
。
二
人
未
知
所
坐
。
融
目
、
保
納
舎
強
者
、
融
也
。
嘗
坐
之
。
褒
目
、
彼

来
求
我
、
非
弟
之
過
。
請
甘
其
罪
。
吏
問
其
母
、
母
目
、
家
事
任
長
、
妾
賞
其
事
。
一
一
門
拳
死
、
郡
勝
疑
不
能
決
、
乃
上
誠
之
。
詔
書
寛
坐
褒
罵
。
融
由
是
額
名
、
輿
卒
原
陶
丘
洪
・

陳
留
遁
譲
費
聾
稽
〈
『
後
漢
書
』
列
倖
六
十
孔
融
侍
)
。

(
7
)
川
勝
義
雄
「
シ
ナ
中
世
貴
族
政
治
の
成
立
に
つ
い
て
」
(
『
史
林
』
三
三
巻
四
鏡
、
一
九
五
O
年
八
月
。
「
貴
族
政
治
の
成
立
」
と
改
題
・
改
訂
し
、
『
六
朝
貴
族
制
註
舎
の
研
究
』
、
岩
波
書
底
、

一
九
八
二
年
に
所
牧
)
は
、
孔
融
・
郷
玄
ら
の
振
闘
を
「
北
海
グ
ル
ー
プ
」
と
呼
ぶ
。
彼
ら
は
相
互
に
費
名
を
得
た
り
、
門
生
・
故
吏
の
関
係
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
曹
競
へ
仕
え
る
に

嘗
た
り
、
萄
裁
の
推
奉
を
受
け
た
者
も
い
る
。
整
理
す
る
と
、
鄭
玄
(
孔
融
よ
り
評
債
)
、
王
朗
(
萄
惑
の
推
薦
を
受
け
る
)
、
華
飲
(
郁
原
・
管
寧
と
遊
拳
。
の
ち
に
苛
識
の
推
皐
を

受
け
る
)
、
部
原
(
孔
融
よ
り
有
道
に
察
奉
。
管
寧
・
華
散
と
費
名
)
、
王
傭
(
王
基
を
許
債
。
孔
融
よ
り
孝
廉
に
察
事
)
、
管
寧
(
陣
原
・
華
散
と
費
名
)
、
園
淵
〈
郷
玄
に
師
事
。
の

ち
に
萄
裁
の
推
事
を
受
け
る
)
、
雀
淡
(
鯨
玄
に
師
事
}
、
窪
林
(
雀
淡
よ
り
静
債
)
、
王
基
(
鄭
玄
の
設
で
王
粛
に
劉
抗
)
、
庫
銃
{
慮
植
の
子
。
窪
談
の
推
奉
}
と
な
る
。
な
お
川
勝
は
、

「
濁
流

(
H宣
宮
波
)
」
に
抵
抗
し
た
「
清
流

(
H黛
人
減
)
」
と
い
う
括
り
を
「
北
海
グ
ル
ー
プ
」
に
適
用
す
る
が
、
注
(
問
団
)
所
掲
勝
村
論
文
が
述
べ
る
よ
う
に
、
彼
ら
を
「
清
流
」

と
措
定
す
る
こ
と
に
は
再
考
の
品
陣
地
が
あ
る
。
し
か
し
、
孔
融
・
郷
玄
を
中
心
と
し
液
閥
が
形
成
さ
れ
た
と
い
う
見
解
は
受
賞
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
「
清
流
」
と
い
う
観
駐
を
含
ま
ず
、

孔
融
・
郷
玄
ら
北
海
中
心
の
相
互
に
関
係
を
有
す
る
源
開
と
い
う
意
味
で
「
北
海
グ
ル
ー
プ
」
と
い
う
文
言
を
使
用
す
る
。

(
8
)
唐
長
碍
「
東
漢
末
期
的
大
姓
名
士
」
(
『
中
華
事
術
論
文
集
』
、
中
華
書
局
、
一
九
八
一
年
)
は
、
意
紹
政
権
の
滅
亡
後
、
窪
談
が
中
心
と
な
っ
て
翼
州
の
名
士
に
序
列
を
つ
け
、
曹
貌

政
権
に
加
入
さ
せ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

〈9
)
孔
融
に
よ
る
曹
操
批
判
の
例
と
し
て
、
「
噺
曹
公
討
烏
桓
書
」
(
『
後
漢
書
』
列
惇
六
十
孔
融
侍
て
「
難
曹
公
禁
酒
書
」
(
『
後
漢
書
』
列
停
六
十
孔
融
傍
注
引
『
孔
融
集
』
)
な
ど
が
あ
る
。

(ω)
「
三
君
」
「
八
俊
」
に
つ
い
て
は
、
『
後
漢
書
』
列
侍
五
十
七
歳
鋼
列
停
に
見
え
る
。
ま
た
、
稽
競
の
形
成
過
程
に
お
け
る
逸
話
と
し
て
、
『
世
設
新
富
町
』
品
藻
篇
に
、
「
汝
南
陳
仲

皐
、
頴
川
李
元
謹
、
二
人
共
論
其
功
徳
、
不
能
定
先
後
。
茶
伯
噌
評
之
目
、
陳
仲
皐
彊
於
犯
上
、
李
元
韓
巌
於
掻
下
。
犯
上
難
、
恒
輔
下
易
。
仲
奉
途
在
三
君
之
下
、
元
謹
居
八
俊
之

上
」
と
あ
る
。
黛
人
の
本
質
に
つ
い
て
は
、
渡
漫
義
浩
「
後
漢
時
代
の
黛
鋼
に
つ
い
て
」
{
『
史
峯
』
第
六
鋭
、
一
九
九
一
年
十
二
月
。
『
後
漢
園
家
の
支
配
と
儒
教
』
、
雄
山
間
出
版
、

一
九
九
五
年
に
所
牧
)
に
詳
し
く
、
珠
州
の
汝
南
・
頴
川
、
そ
し
て
売
州
の
山
陽
か
ら
多
く
輩
出
し
て
い
る
。

(
U
)
「
糞
州
論
」
は
、
曹
貌
政
権
の
後
半
期
に
嘗
貌
振
の
何
曇
と
司
馬
氏
振
の
庫
銃
が
そ
れ
ぞ
れ
著
し
て
い
る
。
人
事
を
め
ぐ
る
政
争
の
具
と
し
て
利
用
さ
れ
た
も
の
で
、
「
汝
頴
優
劣
論
」

が
郡
単
位
で
あ
る
の
に
針
し
、
こ
ち
ら
は
州
車
位
で
あ
る
。
車
位
が
大
き
く
な
っ
た
こ
と
の
背
景
に
は
、
特
に
何
曇
に
よ
る
司
馬
磁
の
州
大
中
制
へ
の
攻
撃
が
あ
ろ
う
。

(
泣
)
①
制
剤
賦
引
剤
、
親
止
千
乗
高
騎
、
輿
光
武
皇
帝
共
[
揖
〕
於
道
中
、
頴
川
士
難
制
働
、
未
有
額
頑
天
子
者
也
。
②
制
剤
剖
到
側
、
輿
其
友
人
共
説
世
俗
勝
壊
、
因
夜
〔
起
〕
、
事
聾
競
突
。

頴
川
〔
土
〕
難
頗
劃
出
町
、
未
有
能
突
世
者
也
。
③
制
剤
耐
剖
倒
、
敬
太
守
郵
農
園
開
稲
隊
、
〔
潜
〕
敷
高
頃
、
累
世
獲
其
功
、
夜
有
火
光
之
瑞
。
韓
一
元
長
難
劇
樹
酬
明
、
未
有
成
功
見
放

如
許
嫁
者
也
。
④
制
剤
到
苅
側
、
身
死
之
後
見
夢
沼
巨
卿
。
頴
川
土
雌
新
制
同
問
、
未
有
能
神
而
鍵
者
也
。
⑤
削
剥
劇
剖
刻
、
讃
書
五
行
倶
下
。
頴
川
士
磁
針
樹
側
、
未
有
能
離
婁
並
照

者
也
。
⑥
削
割
判
制
局
太
尉
橡
、
弟
熱
人
嘗
死
、
洪
自
劾
詣
筒
、
乞
代
弟
命
、
便
飲
耽
而
死
、
弟
用
得
全
。
頴
川
〔
土
〕
難
制
餅
樹
、
未
有
能
熱
身
成
仁
如
洪
者
也
。
⑦
副
剛
劉
，
A
引



戒
)
〔
文
仲
〕
鋳
東
郡
太
守
、
始
薗
帯
義
兵
以
討
玉
葬
。
穎
川
士
難
劇
岡
町
、
未
有
能
破
家
矯
園
者
也
。
⑧
汝
南
意
公
若
矯
甲
科
鄭
、
上
書
欲
治
梁
葉
。
頴
川
士
雛
帯
創
拙
靴
、
未
有
能
投
命

直
言
者
也
(
『
華
文
類
衆
』
巻
二
二
人
事
部
品
藻
引
「
汝
頴
優
劣
論
勺
〔
〕
は
、
『
太
平
御
覧
』
巻
四
回
七
人
事
部
に
よ
り
補
う
)
。
な
お
、
⑦
の
「
程
子
戒
」
に
つ
い
て
は
、
該

嘗
す
る
人
物
が
い
な
い
た
め
、
『
太
卒
御
園
児
』
の
「
額
文
仲
」
を
採
る
。

(
日
)
陳
牽
輿
孔
融
論
汝
・
頴
人
物
、
霊
日
、
笥
文
若
・
公
蓬
・
休
若
・
友
若
・
仲
穂
、
嘗
今
並
無
劃
{
『
三
園
士
山
』
巻
十
萄
議
停
注
引
『
萄
氏
家
侍
』
)
。

(
H
H
)

笥
氏
・
鍾
氏
・
陳
氏
を
中
核
と
し
た
頴
川
人
士
集
圃
を
、
注

(
7
)
所
掲
川
勝
論
文
は
「
穎
川
グ
ル
ー
プ
」
と
名
付
け
る
。
「
頴
川
グ
ル
ー
プ
」
は
、
孔
融
ら
「
北
海
グ
ル
ー
プ
」
と

棺
互
に
密
接
に
連
絡
し
、
士
大
夫
た
ち
の
指
導
的
役
割
を
果
た
す
も
の
と
述
べ
る
。
萄
惑
と
そ
の
一
族
に
つ
い
て
は
、
丹
羽
免
子
「
貌
晋
時
代
の
名
族
|
萄
氏
の
人
々
に
つ
い
て

i」(『中

園
中
世
史
研
究
六
朝
階
唐
の
佐
倉
と
文
化

l
R東
海
大
事
出
版
、
一
九
七
O
年
所
牧
)
な
ど
を
参
照
。
高
縄
楠
「
曹
貌
政
治
波
別
的
分
野
及
其
升
降
」
(
『
歴
史
敬
拳
』
一
九
六
回
|
一
、

一
九
六
四
年
一
月
}
は
、
曹
操
と
の
地
縁
・
血
縁
関
係
を
持
つ
「
締
議
集
圏
」
を
政
権
の
基
盤
と
し
、
世
族
地
主
集
圏
た
る
「
汝
頴
集
圏
」
と
の
抗
争
に
お
い
て
曹
貌
政
権
を
理
解
す

る
。
注

(
8
)
所
掲
唐
長
橋
論
文
は
、
曹
貌
政
権
に
お
け
る
頴
川
出
身
者
の
多
さ
を
、
首
都
許
鮮
を
含
む
穎
川
郡
の
支
配
の
安
定
と
、
汝
南
・
頴
川
に
多
い
名
士
の
推
奉
を
曹
操
が
萄

裁
に
促
し
た
結
果
と
す
る
。

(
日
)
『
後
漢
書
』
列
侍
五
十
二
韓
詔
停
に
よ
る
と
、
韓
融
の
父
韓
認
が
亡
く
な
る
と
、
頴
川
出
身
の
李
膚
・
陳
寒
(
陳
軍
の
組
父
)
・
社
密
・
萄
淑
(
萄
惑
の
組
父
)
ら
が
韓
詔
の
た
め
に

碑
を
立
て
て
頒
え
た
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
韓
氏
と
萄
氏
・
陳
氏
と
は
深
い
交
流
が
あ
っ
た
と
理
解
で
き
る
。

(
間
山
)
勝
村
哲
也
「
後
漢
に
お
け
る
知
識
人
の
地
方
差
と
自
律
性
」
(
『
中
圏
中
世
史
研
究
|
六
朝
惰
唐
の
祉
曾
と
文
化
|
』
、
東
海
大
撃
出
版
、
一
九
七
O
年
三

(
げ
)
許
散
の
字
は
子
将
だ
が
、
「
汝
頴
優
劣
論
」
が
「
子
伯
」
に
つ
く
る
の
は
テ
キ
ス
ト
の
過
誤
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
李
洪
(
『
太
平
御
園
児
』
は
李
鴻
に
つ
く
る
)
に
つ
い
て
は
詳
細
不

明
で
あ
る
。
李
鴻
の
名
は
、
『
後
漢
書
』
列
停
四
十
一
李
伺
停
に
見
え
る
が
、
頴
川
出
身
と
あ
る
た
め
、
少
な
く
と
も
「
汝
頴
優
劣
論
」
の
李
洪
(
李
鴻
)
と
は
別
人
で
あ
る
。

〈
四
)
『
三
闘
志
』
巻
一
武
帝
紀
注
引
『
異
同
雑
盟
問
』
で
は
、
「
子
治
世
之
能
臣
、
蹴
世
之
姦
雄
」
と
な
っ
て
い
る
。

(
凶
)
渡
漣
義
浩
「
嘗
税
政
権
の
形
成
」
(
『
大
東
文
化
大
豊
漢
撃
曾
誌
』
第
四
O
獄
、
二

O
O
一
年
三
月
。
『
三
園
政
権
の
構
造
と
「
名
士
」
』
、
汲
古
書
院
、
二

O
O
四
年
に
所
牧
)
。

(me
時
嚢
・
曹
方
盛
、
而
融
無
所
協
附
。
左
丞
租
者
、
稿
有
意
謀
、
動
融
有
所
結
納
。
融
知
紹
、
操
終
圃
漢
室
、
不
欲
輿
岡
、
故
怒
荷
殺
之
(
『
後
漢
書
』
列
侍
六
十
孔
融
侍
)
。

〈
幻
)
渡
漣
義
浩
「
「
史
」
の
自
立
軸
埜
田
期
に
お
け
る
別
停
の
盛
行
を
中
心
と
し
て
」
(
『
史
拳
雑
誌
』
第
一
一
一
一
編
四
獄
、
二

O
O三
年
四
月
。
「
「
史
」
の
自
立
」
と
改
題
し
て
、
『
三
園

政
機
の
構
造
と
「
名
士
」
』
、
扱
古
書
院
、
二

O
O
四
年
に
所
救
)
。
曹
操
の
屯
田
制
に
つ
い
て
は
、
石
井
仁
醤
回
操
貌
の
武
帝
』
(
新
人
物
往
来
世
、
二

0
0
0年
}
を
参
照
。

(
辺
)
法
(
泊
四
)
所
掲
勝
村
論
文
は
、
孔
融
に
よ
る
汝
南
人
土
橋
揚
の
際
、
汝
南
出
身
で
曹
操
と
覇
を
争
っ
た
哀
紹
へ
の
同
情
が
働
い
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
に
封
し
、
「
現
在

の
と
こ
ろ
こ
れ
に
針
す
る
確
か
な
解
答
は
で
き
な
い
」
と
し
つ
つ
も
、
注
(
却
)
の
文
を
引
用
し
て
嚢
紹
へ
の
同
情
に
否
定
的
な
見
解
を
示
す
。

(
お
〉
汝
南
郡
を
本
貫
と
す
る
嚢
氏
は
、
『
孟
氏
易
』
を
家
事
と
す
る
一
族
で
あ
る
。
裳
安
(
司
徒
)
、
嚢
倣
(
蓑
安
の
子
。
司
空
}
、
嚢
湯
(
嚢
安
の
孫
。
太
尉
・
司
空
・
司
徒
)
、
蓑
逢
会
哀

湯
の
子
。
太
尉
・
司
空
)
、
愛
隣
(
裳
湯
の
子
。
司
徒
・
太
尉
)
と
い
う
よ
う
に
、
意
氏
の
本
流
は
三
公
を
繍
け
て
輩
出
し
た
。
「
汝
南
の
嚢
氏
」
に
つ
い
て
は
、
山
崎
光
洋
「
後
漢
時

代
の
汝
南
の
嚢
氏
に
つ
い
て
」
(
『
立
正
史
事
』
第
五
三
披
、
一
九
八
三
年
三
月
)
を
参
照
。

(
担
)
「
汝
頴
優
劣
論
」
⑧
の
嚢
著
は
「
汝
南
の
嚢
氏
」
だ
が
、
衷
氏
の
列
停
を
牧
め
る
『
後
漢
書
』
嚢
安
傍
に
は
一
切
見
え
な
い
。
た
だ
、
『
後
漢
書
』
列
侍
二
十
四
梁
糞
俸
に
記
述
が
あ
り
、

外
戚
梁
糞
を
批
判
す
る
上
書
を
奉
じ
た
こ
と
で
殺
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
衰
著
は
傍
流
で
あ
ろ
う
。
同
時
期
の
「
汝
南
の
案
氏
」
に
は
愛
好
が
お
り
、
『
後
漢
書
』
列
侍
三
十
五
蓑

安
侍
附
嚢
野
俸
に
、
「
時
大
将
軍
梁
糞
撞
朝
、
内
外
莫
不
阿
附
。
唯
貯
輿
廷
尉
郁
廓
義
正
身
自
守
」
と
あ
る
。
梁
葉
の
専
横
時
、
阿
ら
な
か
っ
た
人
物
と
し
て
蓑
貯
と
郡
部
義
を
奉
げ
、

嚢
著
に
燭
れ
て
い
な
い
。
嚢
貯
は
司
空
・
司
徒
を
歴
任
し
た
意
敵
の
子
で
、
梁
糞
打
倒
に
功
績
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
嚢
敵
の
父
で
「
汝
南
の
嚢
氏
」
の
始
祖
た
る
衰
安
は
、
外
戚
賀
憲

の
専
横
を
許
さ
な
か
っ
た
。
孔
融
が
護
漢
振
と
し
て
活
躍
し
た
か
か
る
人
物
を
無
蔵
す
る
動
は
、
や
は
り
「
汝
南
の
窓
氏
」
本
流
に
含
む
と
こ
ろ
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。



(
お
)
謂
始
至
青
州
、
矯
都
督
、
未
矯
刺
史
、
後
太
租
奔
矯
刺
史
。
其
土
白
河
而
西
、
蓋
不
遁
平
原
而
己
。
遂
北
排
田
糖
、
東
攻
孔
融
、
曜
兵
海
隅
。
是
時
百
姓
無
主
、
欣
戴
之
失
。
然
信
用

霊
小
、
好
受
近
雪
国
、
障
志
奪
濯
、
不
知
稼
稽
之
恕
難
。
華
彦
・
孔
順
皆
姦
倭
小
人
也
。
信
以
矯
腹
心
。
王
備
等
備
官
而
己
(
『
三
園
士
山
』
巻
六
衰
紹
傍
注
引
『
九
州
春
秋
』
)
。

(
お
)
王
備
は
孔
融
が
自
ら
孝
廉
に
察
車
申
し
た
人
物
で
あ
る
。
同
じ
「
北
海
グ
ル
ー
プ
」
の
雀
談
も
意
紹
に
仕
え
た
が
、
官
渡
の
戟
い
を
前
に
諌
言
を
呈
す
る
も
聞
き
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
(
『
三

園
士
山
』
巻
十
二
握
淡
傍
)
。
他
に
も
、
嚢
紹
は
郷
玄
を
招
精
し
て
お
き
な
が
ら
、
護
湿
し
な
か
っ
た
と
い
う
(
『
三
園
志
』
巻
六
衷
紹
傍
注
引
『
九
州
春
秋
』
)
。

(
幻
)
先
主
目
、
愛
公
路
近
在
寒
春
。
此
君
四
世
五
公
、
海
内
所
鶴
、
君
可
以
州
輿
之
。
:
・
・
北
海
相
孔
融
謂
先
主
日
、
愛
公
路
宣
憂
園
忘
家
者
邪
。
家
中
枯
骨
、
何
足
介
意
。
今
日
之
事
、

百
姓
輿
能
。
天
輿
不
取
、
悔
不
可
追
(
『
一
ニ
園
士
山
』
巻
三
十
二
先
主
停
)
。

(
お
)
岡
村
繁
「
後
漢
末
期
の
評
論
的
気
風
に
つ
い
て
」
(
『
名
古
屋
大
拳
文
事
部
研
究
紀
要
』
一
一
一
一
獄
、
一
九
六
O
年
二
月
三
岡
村
は
、
「
今
ま
で
の
人
物
批
評
が
、
多
く
現
貧
の
祉
曾
や
生

活
と
密
接
な
関
係
を
以
て
な
さ
れ
た
の
に
射
し
て
、
こ
れ
ら
の
諸
論
は
、
決
着
が
ど
う
務
ち
着
い
て
も
さ
し
て
現
貧
生
活
に
影
響
の
な
い
、
現
貧
か
ら
遊
離
し
た
閑
問
題
を
と
ら
え
て

い
る
こ
と
」
「
た
と
え
鹿
理
屈
を
雑
え
て
も
、
と
に
か
く
理
論
的
に
説
明
し
よ
う
と
す
る
意
固
が
は
っ
き
り
と
見
え
る
こ
と
」
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、
後
漢
末
の
政
治
的
談
論
は
、
孔

融
が
中
心
と
な
っ
て
い
た
こ
と
に
も
言
及
す
る
。

(mg
少
府
孔
融
上
書
薦
之
目
、
:
:
:
瀦
見
故
公
車
司
馬
令
謝
該
、
@
韓
曾
・
史
之
淑
性
、
乗
商
・
健
之
文
撃
、
博
遁
霊
薮
、
周
覧
古
今
、
物
来
有
慮
、
事
至
不
惑
、
清
白
異
行
、
敦
俊
道
訓
。

求
之
遠
近
、
少
有
膚
匹
。
:
・
・
:
@
|
儒
利
剣
創
相
側
剖
制
叶
到
側
側
剣
制
闘
訓
劇
叶
矧
創
剰
封
創
劃
倒
制
叶
引
制
割
判
側
出
刷
制
則
。
・
:
・
(
『
後
漢
書
』
列
停
六
十
九
下
儒
林
下
謝
該
偉
)
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
全
文
が
長
く
、
紙
幅
の
都
合
上
す
べ
て
載
せ
ら
れ
な
い
た
め
、
特
に
評
債
に
関
わ
る
部
分
を
載
せ
る
。

(
初
)
子
目
、
直
哉
史
魚
。
邦
有
道
如
矢
、
邦
無
道
知
矢
(
『
一
論
語
』
衛
震
公
篇
)
。
『
韓
詩
外
侮
』
巻
七
に
よ
れ
ば
、
衡
の
霊
公
に
、
賢
人
の
蓮
伯
玉
を
登
用
し
て
調
子
液
を
退
け
る
よ
う
諌

言
を
呈
し
た
が
聞
き
入
れ
ら
れ
ず
、
死
に
臨
ん
で
そ
れ
を
悔
や
み
、
喪
を
正
堂
で
行
わ
せ
な
か
っ
た
と
い
う
。
史
魚
の
逸
話
は
、
後
に
『
孔
子
家
語
』
困
誓
篇
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

(
但
}
『
漢
書
』
巻
七
十
一
傍
不
疑
俸
に
、
「
衝
不
疑
字
憂
倍
、
勃
海
人
也
。
治
春
秋
、
馬
郡
文
事
、
進
退
必
以
謹
、
名
聞
州
郡
」
と
あ
る
。
一
方
、
同
列
俸
に
、
「
不
疑
目
、
諸
君
何
患
於
衛

太
子
。
昔
劇
職
違
命
出
奔
、
硫
距
而
不
納
、
春
秋
是
之
。
衡
太
子
得
罪
先
帝
、
亡
不
即
死
、
今
来
自
詣
、
此
罪
人
也
。
途
迭
詔
獄
」
と
あ
り
、
こ
の
時
に
奉
げ
た
『
春
秋
』
は
、
『
公

羊
侍
』
哀
公
三
年
を
典
擦
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
焦
不
疑
の
修
め
た
『
春
秋
』
は
『
公
羊
侍
』
と
推
測
さ
れ
る
。

(
沼
)
曾
昭
-
帝
崩
、
昌
邑
玉
嗣
立
、
数
出
。
勝
賞
乗
輿
前
諌
目
、
天
久
陰
而
不
雨
、
臣
下
有
謀
上
者
、
陛
下
出
欲
何
之
。
王
怒
、
謂
勝
馬
妖
言
、
縛
以
属
吏
(
『
漢
書
』
巻
七
十
五
夏
侯
勝
侍
)
。

(
お
)
『
後
漢
書
』
列
停
七
十
下
文
苑
下
禰
衡
停
に
、
「
唯
善
魯
閥
孔
融
及
弘
農
場
情
。
常
裕
目
、
大
見
孔
文
事
、
小
児
楊
徳
組
。
鈴
子
線
線
、
莫
足
数
也
。
融
亦
深
愛
其
才
。
衡
始
弱
冠
、

而
融
年
四
十
、
途
輿
矯
交
友
」
と
あ
る
。
孔
融
と
禰
衡
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
串
田
久
治
「
孔
融
と
禰
衡
」
(
『
愛
媛
大
拳
法
文
事
部
論
集
』
文
拳
科
編
第
十
七
続
、
一
九
八
四
年
十
月
)

が
あ
る
。

自
}
:
・
・
:
籍
見
慮
士
卒
原
禰
衡
、
年
二
十
四
、
字
正
卒
、
淑
質
貞
亮
、
英
才
卓
礁
。
初
渉
義
文
、
升
堂
観
奥
、
@
副
明
「
可
制
剰
刺
同

4阿
割
問
オ
副
到
。
性
輿
道
合
、
思
若
有

静
。
-
割
湖
司
剖
剖
制
司
刈
倒
剰
剖
可
制
利
矧
倒
。
@
割
剖
副
、
志
懐
霜
雲
、
見
普
若
驚
、
@
覇
剖
倒
。
?
封
劇
司
副
剣
劇
制
寸
剖
鮒
凶
剥
制
。
鴛
鳥
累
伯
、
不
如

一
語
。
使
衡
立
朝
、
必
有
可
甑
。
・
:
:
・
(
『
後
漢
書
』
列
惇
七
十
下
文
苑
下
禰
衡
惇
)
。
こ
の
文
は
、
『
文
選
』
に
も
欣
め
ら
れ
て
い
る
。

(
お
)
奉
少
聴
明
、
自
民
童
兜
及
長
、
凡
所
経
履
、
莫
不
暗
記
。
讃
書
五
行
並
下
{
『
後
漢
書
』
列
侍
三
十
八
感
奉
停
)
。

(
包
上
行
幸
河
東
、
嘗
亡
書
三
盤
。
詔
問
莫
能
知
、
唯
安
世
議
之
、
具
作
其
事
。
後
購
求
得
書
、
以
相
校
無
所
遁
失
(
『
漢
書
』
巻
五
十
九
張
湯
侍
附
張
安
世
侍
)
。

(
幻
)
難
文
侯
燕
飲
、
皆
令
諸
大
夫
論
己
、
或
言
君
之
智
也
。
至
於
任
座
、
任
座
目
、
君
不
宵
君
也
。
得
中
山
不
以
封
君
之
弟
、
而
以
封
君
之
子
。
是
以
知
君
之
不
宵
也
。
文
侯
不
説
、
知
於

顔
色
。
任
座
趨
而
出
。
次
及
程
黄
、
程
黄
目
、
君
賢
君
也
。
臣
問
、
其
主
賢
者
、
其
臣
之
言
直
。
今
者
任
康
之
言
直
。
是
以
知
君
之
賢
也
(
『
呂
氏
春
秋
』
不
荷
論
)
。

(
お
)
歳
月
不
居
、
時
節
如
流
。
五
十
之
年
、
忽
罵
己
至
。
公
矯
始
浦
、
融
叉
泊
二
、
海
内
知
識
、
零
落
殆
章
、
惟
曾
稽
盛
孝
章
街
存
。
其
人
困
於
孫
氏
、
妻
撃
浬
波
、
軍
手
凋
立
、
狐
危
愁
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苦
、
若
使
憂
能
傷
人
、
此
子
不
得
復
永
年
失
O
i
-
-
-
今
孝
章
寅
丈
夫
之
雄
也
、
天
下
請
土
依
以
揚
聞
耳
、
而
身
不
完
於
幽
執
、
命
不
期
於
旦
夕
、
@
百
-

穆
所
以
絶
交
也
。
公
誠
能
馳
一
介
之
使
、
加
岡
山
尺
之
曹
、
則
孝
章
可
致
、
友
道
可
弘
也
。
・
:
:
・
(
『
三
園
志
』
巻
五
十
一
孫
蔀
傍
注
引
『
舎
稽
典
銭
』
)
。

(
羽
)
孔
子
目
、
盆
者
三
友
、
損
者
三
友
。
友
直
、
友
諒
、
友
多
聞
盆
失
。
友
便
辞
、
友
善
柔
、
友
使
倭
損
失
(
『
論
語
』
季
氏
篇
)
。

{ω)
九
品
中
正
制
度
に
お
け
る
世
襲
制
と
鋳
位
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
渡
遺
義
浩
「
西
耳
目
に
お
け
る
五
等
爵
制
と
貴
族
制
の
成
立
」
{
『
史
事
雑
誌
』
第
二
六
編
第
三
抜
、
二

O
O七年一一一

月
。
『
西
雷
「
儒
教
園
家
」
と
貴
族
制
』
、
汲
古
書
院
、
二

O
一
O
年
に
所
牧
)
を
参
照
。

(
川
出
)
謝
該
・
禰
衡
・
盛
憲
の
他
、
孔
融
は
桓
典
と
と
も
に
越
岐
を
「
博
古
」
と
許
し
て
推
薦
し
た
(
『
北
堂
書
紗
』
巻
三
十
三
三
ま
た
上
書
で
は
な
い
が
、
孫
呉
政
植
の
初
代
宰
相
を
務
め

た
孫
部
を
、
「
郎
廟
之
才
」
と
許
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
短
い
文
言
だ
け
で
判
断
す
る
の
は
難
し
い
が
、
い
ず
れ
も
「
汝
頴
優
劣
論
」
の
基
準
よ
り
外
れ
る
。
か
か
る
例
外
は
あ
っ
て
も
、

謝
該
た
ち
の
よ
う
に
、
共
遁
の
基
準
を
示
し
た
文
書
が
あ
る
こ
と
は
確
か
で
、
貧
際
の
人
物
推
薦
の
際
に
機
能
し
て
い
た
と
言
え
る
。

(
刷
出
)
食
紹
初
輯
校
『
建
安
七
子
集
』
(
中
華
書
局
、
一
九
八
九
年
)
は
、
謝
該
の
推
薦
文
を
建
安
三
(
一
九
八
〉
年
、
禰
衡
の
そ
れ
を
建
安
元
(
一
九
六
)
年
の
成
立
と
す
る
。
こ
れ
ら
は
「
汝

穎
優
劣
論
」
よ
り
先
行
し
、
盛
憲
の
推
薦
文
だ
け
が
後
行
と
な
る
。
と
は
い
え
、
論
文
と
推
薦
文
、
成
立
の
先
後
を
関
わ
ず
、
共
通
項
が
見
ら
れ
る
の
は
、
孔
融
の
評
償
基
準
の
一
貫

性
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

(
同
日
)
『
後
漢
書
』
列
侍
六
十
孔
融
停
に
、
「
初
、
京
兆
人
脂
習
元
升
、
輿
融
相
善
、
毎
戒
融
剛
直
」
と
あ
る
。
一
孔
融
の
殺
害
に
つ
い
て
、
渡
漫
義
浩
コ
ニ
園
時
代
に
お
け
る
「
文
且
ぎ
の
政

治
的
宣
揚

l
六
朝
貴
族
制
形
成
史
の
硯
鮎
か
ら
|
」
(
『
東
洋
史
研
究
』
第
五
十
四
巻
第
三
続
、
一
九
九
五
年
十
二
月
。
『
三
国
政
権
の
構
造
と
「
名
士
」
』
、
汲
古
書
院
、
ニ

O
O
四
年

に
所
牧
〉
は
、
献
一
帝
と
の
親
密
性
お
よ
び
曹
操
と
敵
釣
す
る
劉
備
や
、
孫
呉
人
士
に
ま
で
連
な
る
交
遊
関
係
の
庚
さ
に
、
曹
操
が
危
険
性
を
感
じ
た
こ
と
に
原
因
を
求
め
る
。

、
而
朱


